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群

の

研

究
十
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▼
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両
面
の
ご
援
助
を
頂
い
た
、
当
時
の
東
洋
醸
進
株
式
会
社
の
方
々
、
日
本

大
学
の
こ
部
慈
思
教
授
以
下
、
研
究
室
の
み
な
さ
れ
Ｆ
な
ら
び
に
大
仁
高

校
の
生
徒
一語
君
に
も
安
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
る
し
だ
い
で
ぁ
る
。

な
お
、
こ
う
調
査
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
二
年
彦
ｆ
一教
大
学
叉
学
会
大

会
で
、　
出
中
Ｌ
東
君
に
よ
る
計
頭
報
告
が
あ
り
、
音
一★
史
学
研
究
会
は
、

，機
関
誌

一「瑞
志
』
の
同
年
度
号
を

「
発
掘
特
集
号
」
と
し
て
、
そ
の
略
報

を
掲
載
し
一生

二
　
糠
　
穴
　
群

こ
の
精
穴
拝
は
、
静
同
県
田
方
部
天
仁
町
枝
山
控
六
六
一
番
地
の
１１１
林

中
に
群
■
す
る
。
宗
光
寺
部
落
の
セ
≡側
？
墜
向
約

一
〇
〇
メ
ー
ト
ルム
一丘

陵
の
，甲
崎
一に
、　
ほ
ぼ
二
一度
に
わ
た
っ
て
、
ぉ
ょ
そ
下
一メ
ー
ト
ル
前

に々
〔
一間

隔
を
た
も
ち
な
が
ら
、
約
二
〇
基
が
確
認
さ
れ
て
い
る

奪
一オー
図
）
。

高
一方
の
宗
十
一寺
部
落
に
は
、
唾
部
教
授
に
よ
り
、
白
爪
末
岬
一に
比
学ヽ
さ

れ
て
い
る
宗
光
寺
廃
寺
北
が
あ
り
、
ャ
■
頑
穴
群
の
あ
る
丘
隣
」輛
一上
に
は
、

伊
豆
最
大
の
円
墳
と
い
ゎ
れ
る
宗
光
キ
ｌｔｉ
古
状

傘
４
格
布
・
刀
身

・
装
飾

の

調

査
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ロロ
なす
巾出
＋
じ
　
ヽ
任
の
る
Ｌ

本
横
穴
群
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

『
増
一訂
三
州
志
稿
」に
、
だ
一小光
寺
岩

ニ

二
十
余

（穴
ノ
中
間
肘
告
ノ
残
片
フ
見
ル
ド

（
同
書
二
二
〇
頁
）
と
証

さ
れヽ
て
お
り
、

古
一く
か
ら
そ
の
存
在
が
短
ら
，れ
て
い
た
〔
ま
た
、
明
治
三

二
年
に
は
、
地
元
の
一松
下
虎
郎
氏
が

「
田
中
村
の
積
穴
」
と
通
し
て
、
東

京
人
類
学
会
雑
誌

（第

一
七
巻

一
一
四
号
）
に
紹
介
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

戦
後
、
こ
の
横
え
評
の
な
か
の

一
基
か
ら
は
、
火
葬
骨
主
が
出
上
し
、
長

田
実

。
大
川
清
氏
ら
に
よ
っ
て
調
呑
さ
れ
た
が
、
そ
の
資
一料
ほ
先
年
の
三

品
高
高
校
の
人
及
の
さ
い
に
庇
失
１
ン
た
と
い
う
０

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
横
え
群
の
う
ち
、
す
で
に
開
口
し
て
い
た
、　
三
二

・
一
六

・
一
七
の
を
号
横
穴
の
清
掃
と
、
あ
ら
た
に
ボ
ー
リ
ン
タ
ス
テ
ィ

ッ
ク
で
■
、ハウ
存
在
を
一確
認
し
■
生
〓
丁

一
〓
〓
を
の
≡ク
ち
、
二
二
考
積
人
の

発
掘
と
を
お
こ
な
っ
た
。

一
三
号
横
穴

食
弟
２
図
）

こ
の
積
穴
は
す
で
に
開
口
し
て
お
り
、
入
口
に
近
い
部
分
の
天
丼
な
ど

は
、
か
な
り
崩
落
し
て
い
た
。
玄
室
の
平
面
形
は
、
台
一形
を
雲
すし
、
長
さ

↓約
二
、
四
メ
ー
ト
ル
、
ェ
軸
は
ほ
ぼ
高
北
方
向
を
と
る
。
奥
壁
の
か
た
ち

は
、
禍
円
の
長
方
形
た
い
っ
た
感
じ
で
あ
る
。
八
日
の
部
分
は
細
く
す
ば

ま
っ
下
お
り
、
せ
ま
い
と
こ
ろ
で
は
、
せ
い
さ
い
一
メ
ー
ト
ル
そ
ほ
か
る

に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
付
近
に
は
、
た
く
さ
ん
の
を
塊
が
昨
精
じ

て
い
た
が
、

こ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
は
、
疑
い
な
く
入
口
（いる
円基
に
行
嘉
・れ
た
も
の
で

あ
る
。
羨
道
と
よ
べ
る
も
の
は
な
く
、
入
回
の
外
に
は
、
い
わ
ゆ
る
前
底

部
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
岩
盤
を

一
定
の
範
邸
ｒ
あ
さ
く
掘
り
凹

め
た
も
の
で
、
や
や
ひ
ろ
い
面
積
を
有
し
て
い
る
。
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態 4 破 す 庭 た 内

l 三
｀
聞 号 器 は

°
向 チ

°は い 穴 号 か 前 は 所 片 な 部
°
か

ト メ ■ 回 横 幕 主 中 を 形 プ 細
°
も 横 の 庭 示 に 若 わ か す ら

ル
! 学 ヒ

八
丁 響 発 写 宮 ヱ
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l‐ ル  tヽ ブく
が  ｀ わ 毎

注 天 ヤゴ の
■ ■年 昭  場

さ ま  円  台
ドン ~ご と  と
わ  υ 夕 /長   口 」
°
高 る
一

庭 な ら る
L 幅
形 胴  こ く ら と ぞ

｀
各 わ 発

部 あ く
°に 一 を 壊  と

｀
の く え 芸 種 れ 見

の さ よ 主 属 。 と は  を そ 多 に ら 四 の る さ
北 い う 郭 L 夕五 ど い  教 う 教 注 れ

｀
遺
°
ね/

端 凹 に は
｀ メ め つ  え L ンの 意 る 須 物 こ た

1 1 , ■う 七 と千 i て そ  て た : 二十
°
京 | ミれ ! ‐

一 か く 占 面 | ヽ う  ↓ 遺 物 べ こ 幕 出 に す
隅 あ ら で は ル な い  る 物 の き れ ・ 土 反 ぎ

断
面
は
赤
星
氏
の
い
う

「
平
型
天
丼
」
に
ち
か
い
。
主
軸
は
ほ
ぼ
吉
本西
方

向
に
あ
り
、
東
に
開
日
し
て
い
る
。
入
口
の
部
分
の
主
軸
線
に
洋
一し
て
、

あ
さ
い
搭
が
う
が
た
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
中排
水

・
非
湿
の
た
め
あ

も
の

で
あ
ろ
う
。
入
日
の
外
は
、　
一
段
低
′
なヽ
り
前
庭
部
Ｌ
思
え
る
桁
与
一が
つ

づ
く
が
、
実
態
止
あ
き
ら
か
で
な
い
。
出
土
遺
物
は
皆
無
千
一一一ち

汁
馬

二
二
号
横
央

（第
５
凶
》

ボ
ー
リ
ン
グ
ス■
／
ィ
ッ
ク
に
よ
っ
て
、
ち
・ら
た
に
そ
の
存
オ
一カ
一離
一認
し

た
も
の
で
あ
る
が
、
す
で
に
内
部
に
は
ｉ
や
岩
塊
が
か
な
り
性
府
Ｅ
モ

い

た
。
し
か
Ｌ
玄
二
内
に
は
、
遺
物
が
原
位
置
に
ま
と
ま
っ
て
い
十
の
一、

「算
乱
を
う
庁
た
と
は
思
え
な
い
。
プ
弓
′
ン
，
一町
十回
ナ
一も
に
、　
一
七
一号
・と
大

差
な
い
が
、
玄
■
の
中
央
部
で
や
や
内
傾
す
る
点
は
、
「
Ｉ
型
」の
特
徴
と

み
ら
れ
な
て
も
な
い
。
玄
室
の
長
さ
は
約
二
、
七
メ
‐
ト
ル
、
奥
壁
ら
幅

は

一
、
一二
メ
ー
ト
ル
、
天
キ
「ま
で
の
〓
中ま
卜
十
万
よヽ
子
二

、
ニ
メ
ー
ト
ル
一
こ

は
か
る
。
〓
軸
の
方
向
は
、
北
西
！
高
東
を
示
す
。
入
日
付
近
に
は
多
数

の
岩
塊
一か
盟
雀
供
し
て
い
た
が
、　
こ
の
う
ち
の
，大
一部
奈
は々
天
丼
か
ら
の
七竹
盤

で
あ
る
。　
一
部
に
は
封
鎌
に
使
わ
れ
た
も
の
が
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
が

き
め
手
が
な
く
政
密
な
区
別
は
困
難
で
あ
る
。
入
口
で
岩
器
は
外
側
に
ひ

ら
き
、
前
庭
部
を
つ
く
る
が
、
中
央
に
一
段
低
く
な
一ン
た
凹
ユ
バ
私
十る
。

こ
れ
に
あ
る

い
は
、
羨
道
の
役
目
を
は
た
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

ま
室
内
一か
ら
は
、
須
恵
器
瞭

一
、
平
城

一
、
亦
二
、
万
子

一
、
餃
鉱

一

鉄
片
三
な
ど
が
中
一土
し
た
。
ま
た
、
前
産
一部
か
ら
は
木
及
の
技
片
が
検
出

さ
れ
た
。

三

出

土

遺

物
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1 1

す
べ
き
こ
と
に
。
ボ
タ
ン
状
の
小
さ
な
ま
る
い
賄
付
文
が
、　
日
縁
端
、
Ｈ

核
下
、
お
ょ
び
戸
部
の
三
カ
所
に
い
く
う
か
い
ぐ
っ
て
ぃ
る
。
あ
き
ら
か

に
装
飾
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
孔
の
周
囲
に
ほ
故
意
に
段
を
つ

く
り
、
い
く
ら
か
高
ナく
し
て
い
る
。

亦
は
六
個
以
上
が
発
見
さ
れ
た
。　
〓
一一号
の
前
庭
部
か
ら
四
個

（第
６

一凶
８
１
１‐
、
函
咋
Ｔ
ｕ
ノ
４
・
５
）
、
三
二
号
の
玄
一二
か
ら
二
個
企
丹
７
図
２

●
３
）
の
ほ
か
に
、　
一
六
号
の
前
に
部
な
ど
ム小伝
一若
子
の
破
片
か
各ヽ
り
れ

た
。
こ
れ
ら
は
、
形
の
上
で
三
つ
の
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。　
一
？
ほ
勾
台

を
有
す
る
も
の

（第
６
図
８
、
図
版
Ｉ
ノ
４
）
で
、　
一
三
■
あ
前
」庭
一乱
か

ら
出
上
し
た
。
他
の
一
つ
は
、
底
部
が
ま
る
み
を
も
っ
た
も
の

（第
６
画

９
１
１．
、
第
７
函
３
、
図
版
亜
ノ
５
》
で
、　
三
二
号

・
三
二
号
の
両
校
穴

か
ら
四
押
以
上
が
採
矢
さ
れ
て
い
る
。
数
の
上
で
は
主
体
を
占
め
る
も
の

で
あ
れ
）
さ
ら
に
和
５

一
つ
は
、
口
縁
に
芸
一う
け
の
た
め
の
つ
く
り
を
も

っ
た
も
の

（第
亨
図
２
）
千、

一
〓
一号
ャの
玄
一ｉ
か
ら
出
上
し
た
。
こ
れ
ら

の
芥
に
は
、
蓋
か
ナ
一も
な
っ
て
い
た
ぶ
、
ど
れ
と
ど
れ
が
セ
ッ
ト
で
ぁ

っ

た
か
は
、
あ
・き
ら
か
で
は
な
い
。
蓋
成
二

〓
一号
の
前
に
一部
か
ら
五
個

（第

６
図
３
２
７
図
一敬
皿
ノ
４
●
５
）
、
お
な
じ
く

一
六
号
の
前
庭
部

か
ら

一

個

（第
７
図
，５
）
ボ
わ出
土
し
た
。　
い
ず
れ
屯
童
珠
状
の
つ
ま
み
を
も
一つ
も

の
で
あ
る
が
、
身
と
接
す
る
部
分
の
つ
く
り
に
二
つ
の
差
が
ヽ
と
め
ら
れ

る
。　
一
つ
は
、
一算
６
困
３
で
５
に
あ
が
，ユ
に
も
の
で
、　
い
わ
ば
入
の
年
ｖ形
を

呈
す
る
。
こ
れ
に
反
し
、
一第
６
図
６
・
７
お
ょ
び
第
７
図
５
は
、
「
状
の

・も
の
で
あ
き
ら
■
・に
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ャ前
者
の
つ
ま
み
慮
一に
く
、

厳
密
に
は
宝
珠
状
と
は
い
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
両
者
の
差
は
、

そ
れ
と
組
合
わ
さ
ろ
亦
の
ち
が
い
に
関
一ヽ
下

あ
る
の
だ
ろ
う
。
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ギ申

土
師
器

一
三
号
お
よ
び

一
六
号
の
前
庭
部
か
ら
、
お
よ
そ
三
〇
個
ほ
ど
の
上
師

器
の
細
片
が
出
土
し
た
。
い
ず
れ
も
小
破
片
で
あ
る
た
め
本
来
の
形
は
図

示
で
き
な
い
が
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
は
亦
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
三
個
体

以
上
が
あ

っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

鉄
　
器

合
弟
８
図
）

鉄
鏃
が

一
三
号
よ
り
二
本
、
二
二
号
玄
室
内
よ
り
二
本
出
上
し
た
。
こ

の
う
ち
完
合
な
一杉
の
も
の
は
、　
三
二
号
ャの
前
に
部
か
ら
出
生

し

た

も
の

（第
８
因
上
段
）
一、

尖
根
式
に
属
し
剣
身
形
を
呈
す
る
。
ま
★
、
三
二
号

出
上
の
一
例
は
、
雁
校
形
に
ち
か
い
■
あ

で
あ
る

（算
８
図
二
投
目
左
Ｘ

刀
子
は
、　
〓
子
万
傘
脚
庭
部
》
と
二
二
号

（
玄
室
）
か
ら
発
見
さ
れ
た
が

い
ず
れ
も
校
片
に
オ
ンぎ
な
い
（第
８
図
三
段
吊
し
、　
ほ
か
に
、
鉄
一片
者
子
も

見
出
さ
れ
た
が
、
本
来
の
形
状
は
不
明
で
あ
る

（第
早
図
下
段
）
。

四
招
横
穴
詳
を
め
ぐ
る
関
題

宗
光
寺
横
穴
詳
の
年
代

横
穴
が
古
墳
時
代
後
期
に
出
現
発
達
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
も
は

や
周
知
あ
彗
「実
で
あ
る
。
そ
し
て
、
大
部
分
の
横
穴
に
、
後
期
古
姑
ら
段

階
の
う
ち
で
も
、
比
較
的
新
し
い
時
期
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
い
わ
ゆ
る
群

集
“項
と
し
イ
把
Ｉ
す
る
こ
′
一が
で
きヽ
る
。
宗
７ヽナ光
一す
横
え
群
も
、
そ
の
例
に

も
れ
な
い
。
し
か
し
、
後
期
古
墳
の
新
し
い
投
階
と
は
、
具
体
的
に
い
っ

て
い
つ
ご
ろ
な
の
か
。
私
た
ち
は
、
ま
す
宗
光
寺
横
火
汗
の
年
代
に
つ
い

て
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

横
穴
の
年
代
を
知
る
手
が
か
り
と
し
て
は
、
少
な
く
と
も
二
つ
の
方
法

が
あ
る
。
出
土
土
器
の
型
式
に
よ
る
場
一合
と
、
横
穴
そ
れ
自
身
あ
形
態
に

よ
る
場
合
で
あ
る
。
ま
ず
、
出
土
土
器
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

宗
光
寺
精
穴
稚
か
ら
発
見
さ
れ
た
土
器
の
ほ
と
ん
デ
す
べ
て
は
、
須
恵

器
で
あ
る
が
、　
三
言
万
や

一
六
号
一碩
穴
の
前
た
部
か
ら
は
、
小
ヤ量
の
上
師
十

器
が
出
上
し
て
い
る
Ｌ

い
ず
れ
も
細
片
に
す
ぎ
な
い
が
、
本
来
の
器
形
は

お
そ
ら
く
亦
で
あ

つ
た
と
推
定
さ
れ
、
ま
た
そ
の
型
式

は
、
い
わ

ゆ

る

「真
問
式
」
に
も
っ
と
も
近
い
よ
う
に
思
え
る
。

須
恵
器
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
横
山
浩

一
、
楢
崎
彰

一
、
森
浩

一
な
ど

の
話
氏
に
よ
る
型
式
約

・
編
年
的
研
究
ホ
お
こ
な
み
た
、
そ
の
変
造
の
過

程
が
い
ち
じ
る
し
く
あ
き
ら
か
と
な
っ
て
ま
卓た
。
こ
の
成
果
に
て
ら
し
て

み
る
と
、
宗
光
す
構
穴
群
の
須
恵
器
は
、
型
式
的
に
力、
な
ら
ず
し
も
単

一

で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
う
ち
で
、
横
瓶

コ
旅
演

よ
り
古
い
タ
イ
プ
を
示
し
、

長
頭
瓶
な
ど
は
や
や
新
し
い
型
に
属
す
る
。
多
分
、
八
世
紀
代
の
所
産
か

も
し
れ
な
い
。
量
的
に
も
っ
と
も
多
い
の
は
外
で
あ
る
が
、　
一
部
は
す
で

に
勾
台
を
有
し
、
ま
た
い
わ
ゆ
る
蓋
受
け
の
立
上
り
Ｌ
、
い
ち
じ
る
し
く

退
化
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
と
セ
ッ
ト
に
な
る
業
の
つ
ま
み
は
、
ボ

タ
ン
状
の
も
の
で
は
な
く
、
宝
珠
形
に
ち
か
い
。
亦

・
蓋
に
み
ら
れ
る
こ

れ
ら
の
傾
向
は
、
七
世
紀
末
な
い
し
八
世
紳
〓前
半
代
の
須
恵
器
の
特
徴
と

み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
出
土
土
器
の
年
代
は
、
家
族
墓
と
し
て
の
横
穴
の
造

営
年
代
と
つ
ね
に

一
致
す
る
と
は
か
ゴ
らヽ
な
い
。
と
く
に
前
庭
部
出
上
の

生
器
は
、
葬
送
後
に
あ
る
い
は
追
葬
の
さ
い
に
、
墓
前
祭
的
な
意
味
で
使

用
さ
れ
た
も
の
が
多
ふ

っ
た
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
須
恵
率
が
あ
ら
わ
す

年
代
に
つ
い
て
は
、
横
穴
が
墓
と
し
て
使
用
さ
れ
あ
る
い
は
意
識
さ
れ
て

い
た
期
間
、
つ
ま
り
若
子
の
時
間
的
な
幅
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

笙 7固  有 章募 rl～4: 2 2号 構策 5 : 1 6号 稽穴う 縮 尺1/ 3
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し
“ 氏

カミ基予ぞきな患二や生 子 烹 各式女下杏スニ
ルミあ公子
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5 る で あ た た す  は で 葬 あ そ 時 い る
一 づ い い 畦 か

で
あ

っ
た
ろ
う
か
。
私
た
ち
は
い
ま
、
宗
光
寺
横
穴
群
の
年
代
に
つ
い
て
、

「横
穴
編
年
」
Ｆ
立
郎
し
つ
つ
も
、
そ
の
実
年
代
に
か
ん
し
て
は
、
須
恵

器
の
編
年
に
た
よ
ら
ね
ば
た
ら
ぬ
と
思
う
。

横
穴
の
分
布
と
地
質
条
件

稜
河
湾
に
と
ぐ
狩
野
川
の
流
域
の
丘
険
に
は
、
多
数
の
横
穴
詐
の
存
い在

が
知
ら
れ
て
お
り
、
全
国
的
に
み
る
と
、
横
穴
密
集
地
域
の
一
つ
に
か
ぞ

え
ら
れ
る
。

『
静
岡
県
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
地
名
表
』
全

オ
十六
五
年
）
に
よ
る
と
、

つ
ぎ
の
積
え
芹
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

国
方
部
大
Ｌ
町
、
宗
光
寺
横
穴

″
　
　
長
同
町
）、
■
山
積
穴

″
　
　
″
　
　
、
キ
鼻
横
穴

″
　
　
″
　
　
、
方
法
晩
出
横
穴

〃
　
　
〃
　
　
、
多
聞
出
積
穴

″
　
　
″
　
　
、
花
坂
入
口
横
穴

〃
　
　
″
　
　
、
洞
横
穴

田
方
郡
長
岡
町
北
汀
間
、
珍
場
横
穴

〃
　
　
函
高
町
、
柏
谷
横
穴

〃
　
　
″
　
　
、
上
沢
横
穴

〃
　
　
″
　
　
、
大
竹
横
穴

ク
　
　
〃
　
　
、
平
井
横
穴

三
島
市
壱
町
置
、
キ
門
横
穴

″
　
　
　
大
場
、
赤
玉
横
穴

駿
束
郡
清
水
町
徳
倉
、
杉
沢
横
穴

―-132-
一-133-一
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〃
　
　
　
　
、
十
二
穴
横
穴

″
　
　
　
　
、
江
畑
横
穴

市
上
香
貫
、
一大
神
洞
横
穴

下
香
貢
、
霊
四
寺
裏
横
穴

江
浦
、
坂
一通
横
穴

多
比
、
多
比
横
穴

大
平
、
政
戸
横
穴

〃
　
、
小
山
横
穴

〃
　
、
南
蔵
横
穴

〃
　
、
一“
卜
横
穴

重
寺
、
一級
豚
洞
横
穴
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出
物
な
ど
の
火
出
岩
を
主
な
基
盤
と
し
て
い
る
。
レエ
れ
に
た
い
し
、
西
側

の
丘
険
は
、
続
一三
紀
の
堆
積
岩
で
あ
る
凝
又
岩
を
中
心
に
、
張
灰
角
礫
岩

・
変
朽
安
出
岩
な
ど
な
資
な
り
た
っ
て
い
ヤ亀

横
穴
の
所
在
を
、
こ
の
地
質

（岩
相
）
メ
一の
関
係
に
お
い
て
み
る
と
、

圧
倒
的
多
数
の
も
の
は
、
第
三
紀
の
十
積
岩
で
あ
る
こ
ノ
浦
焼
灰
岩
層
の

分
布
範
囲
に
■
く
ま
れ
て
い
る
。
宗
光
寺
や
柏
谷
な
ど
の
東
側
の
丘
陵
に

い
と
な
ま
れ
た
大
き
な
校
穴
群
も
、
じ
つ
注
，そ
の
地
域
に
部
分
的
に
ケ々
布

す
る
こ
ノ
浦
凝
灰
岩
層
を
母
岩
と
し
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
は
、
れ
灰
岩
層
の
分
布
＝
積
穴
の
分
布
と
い
う
、
機
械
的
な
関
係

を
示
す
も
の
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い
が
、
横
穴
が
掘
リ
マ
す
い
地
質
条
件
の

場
所
に
選
ば
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
と
い
う
事
実
を
端
的
に
物
語

っ
て
い

す０
すめ
の
，レ
」い
う
（■
ふとフ
）

い
う
ま
で
よ
一一な
く
！積
火
は
、
山
腹
つ
岩
や
ロ
ー
ム
な
一と
を
掘
り
こ
ん
で

つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
今
日
、
痕
跡
を
と
ど
め
て
い
る
刃
物
の
あ

と

か
ら
掘
撃
の
さ
い
に
は
、
少
な
く
と
も
三
種
類
程
度
の
道
具

（刃
物
》
が

使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
当
時
の
い
か
な
る
道
具
を
も
っ

て
し
て
も
、
文
出
岩
系
統
の
硬
い
岩
を
掘
る
と
い
う
こ
と
は
、
至
難
で
あ

り
不
可
能
で
あ

っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
あ
る
い
は
、
そ
れ
と
は
逆
に
脆
弱

な
地
質
条
件
の
場
所
も
不
適
で
あ

っ
た
ろ
う
。
大
部
分
の
積
穴
が
、
第
三

紀
の
准
積
岩
や
ニ

ー
ム
層
あ

な
か
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
の
は
、
け
た

し
当

然
の
こ
と
て
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
横
穴
の
堀
撃
が
不
可
能
な
地
質
条
件

の
地
域
に
は
、
そ
の
分
布
が
み
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う

か
。赤

星
氏
に
よ
れ
ば
、
現
在
横
穴
の
分
布
の
知
ら
れ
て
い
る
都
府
県
は
つ
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ギ
」
の福

京
都
、

岡
、

の
≡ク

を
ふ
工に

さ

ら
に
知こ

が
あ
っ
　
一に

の
各

は
た
の
で
と
が
い
。

定
の
の
で
海
沿
に
は

山
・長

・群
馬
な
ど
の
各
県
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
今
後
発
見
の
百
能
性

（
ｒへ））

お
り

で
あ

る
。

、
大
分
、
宮
崎
、
熊
本
、
山
口
、
島
根
、
鳥
取
、
広
島
、
再
出
、

大
阪
、
奈
良
、
二
重
、
福
井
、
石
川
、
富
出
、
新
潟
、
峡
■
、
静

奈
川
、
東
京
、
埼
玉
、
栃
木
、
千
葉
、
茨
城
、
福
島
、
宮
攻

（
こ

、
広
島
ｆ

両
山
は
北
方
の
県
境
近
く
に
分
布
を
み
る
に
す
ご
な
い
。

阪
や
雇
郡
で
は
、
ご
く

一
部
の
地
域
に
の
み
か
ゴ
↓ら
れ
て
い
る
。

三
重
で
は
北
部
に
、
新
潟
で
は
西
部
に
の
み
、
考
あ
手
在
戸
僅
か

て
い
る
だ
け
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
と

全
国
的
な
分
布
の
な
か
で
、
い
く
つ
か
の
空
白
が
あ
る
の
に
き
づ

川
の
西
北
部

・
中
国
地
方
の
瀬
戸
内
海
側
Ｌ
四
国
Ｔ

兵
庫

〓
和
歌

に
し
て
も
、
空
日
を
完
全
に
埋
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
し
い

、
な
、せ
こ
れ
ら
の
地
域
に
横
穴
の
分
布
を
み
な
い
の
か
。
一
れ
ら

域
の
地
質
条
件
に
つ
い
て
、
い
ま
十
分
な
知
識
は
も

っ
て
い
な
い

お
ま
か
に
い
っ
て
横
穴
の
掘
塞
に
適
し
■
一社
積
岩
が
、
ま

っ
た
く

る
い
は
ご
く
僅
か
し
か
―
―
み
と
め
ら
れ
な
い
地
域
で
あ
る
こ
と

か
で
あ
る
。
横
穴
の
分
布
は
、
地
質
条
件
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る

ろ
う
か
。
た
し
か
に
、
単
純
な
事
実
の
！範
囲
で
は
、
そ
う
及
る
こ

き
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
て
は
な

例
を
あ
げ
れ
ば
、
広
島
県
の
県
北
に
や
置
す
る
比
婆
郡
口
不‐‐
村
常

八
な
だ
は
、
花
前
岩
の
民
化
し
た
岩
盤
に
掘
り
こ
ま
れ
て
い
た
も

る
。
こ（だ
と
同
じ
花
前
岩
の
風
化
し
た
岩
盤
は
、
ひ
ヤタ
Ｒ
頬
一Ｆ
円

か
ら
兵
庫
に
ま
で
お
よ
ん
で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
り
地
域

穴
は
存
〓在
し
な
い
。　
つ
く
ろ
う
と
思
え
ば
、
け
「′
し
て
不
可
能
で

群
は
、
そ
の
分
布
の
状
態
や
立
地
の
傾
向
か
ら
推
し
て
、
ほ
ぼ

一

も
ち
ろ
ん
孝
≡の
規
模
と
構
と子
か
問
題
で
は
あ
る
が
‐―
―
に
一
群

た
関
係
で
千
在
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
市
落
円

父
長
制
家
権
４を
主
た
る
一祝
葬
者
と
し
て
い
た
に
ち
が

い
を
十■
．　
一

小在
す
る
古
墳
の
被
葬
者
は
、
そ
う
し
た
土
豪
的
な
も
の
で
ｋ
な
く
、

卜ろ
う
か
。
同
じ
地
域
に
、
時
期
的
に
常
行̈
し
て
存
在
し
た
古
，墳
と

関
係
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
実
下
的

・
理
論
的
な
研
究
を
ふ

！
？
ｒ拝
ヤれ
ば
な
ら
な
い
。

に
、
赤
星
直
忠
博
士
の
積
穴
研
究
の
主
積
に
故
意
を
表
し
、
ま
た

）
積
山
浩

一　
一‐須
恵
平
」
世
界
考
古
学
…★
〓
三
、
格
埼
彰

一
「後
期

古
有
時
代
の
話
段
培
」
毛
百
屋
大
学
支
学
部

一
〇
周
年
記
合
諭
集
、

森
浩

一
　
和
良
河
内
察
の
須
恵
器
編
年
」
世
界
拘
磁
全
集

）
赤
星
直
思

「
横
穴
の
編
年
に
つ
い
て
」
鉢
倉
市
史
考
吉
編
す
収
、

同

『
神
奈
川
県
大
職
町
の
横
穴
』
大
技
町
文
化
け
調
査
報
告
第

一

冊
。

）
赤
星
直
息

『鎌
倉
市
史
、
考
古
編
』

一
五

一
頂
。

）
無
部
憲
思
他

「
伊
豆
柄
谷
古
墳
詳
の
発
掘
に
つ
い
て
」
日
本
考
古

学
論
誌
第
二
号
。

）
赤
星
百
忠

一‐積
欠
の
伝
播
」
新
国
学
第

一
号
。

）潮
見
浩

一‐備
後
日
和
村
常
定
の
積
穴
発
掘
調
査
」
吉
代
吉
慌
第
二

桂一本。

は
な
か
っ
た
は
ギ
ヤで
あ
る
の
に
。

地
質
条
件
は
、
横
入
の
分
布
の
上
で

「
一
つ
の
要
素
」
で
あ

っ
た
と
理

解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
冷
積
穴
の
空
白
地
域
に
は
、
そ
れ
に
か
わ
る
な
ん
ら

か
の
墳
墓
が
あ
ら
た
は
ず
で
あ
る
。
具
体
的
に
そ
れ
が
な
ん
で
あ
り
、
ま

た
そ
う
し
た
措
墓
を
必
要
と
す
る
歴
史
的
た
理
由
が
な
ん
で
あ
っ
た
の
か
。

こ
う
し
た
問
題
一を
解
決
し
て
こ
そ
、
横
穴
の
分
布
は
、
そ
の
真
相
を
は
じ

め
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
に
相
違
な
い
。

横
穴
の
社
葬
者

い
う
ま
で
も
な
く
、
横
穴
は
古
墳
の
一
種
で
あ
る
。
古
墳
、か

「家
族
」

の
墓
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
か
ら
に
は
、
横
穴
も
ま
た
家
，族
の
基
で
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
古
墳
の
被
募
者
を
家
族
と
い
う
画

一
的
な
も
の

で
と
ら
え
て
い
て
は
、
な
ん
ら
閣
一題
に
発
展
し
な
い
。
一後
期
古
墳
の
群
集

墳
の
あ
ら
わ
れ
る
段
・階
に
は
、
す
で
に
古
代
国
家
が
花
立
し
、
階
級
支
配

の
ヒ
ユ
ラ
ル
と
―
が
一秩
序
づ
け
ら
れ
て
い
た
。

横
穴
は
、
主
く
い
わ
れ
る
よ
う
に
検
穴
式
石
室
の
，
い
わ
ば
模
依
と
し

て
生
れ
た
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
と
年
代
的
に
併
行
す
る
も
の

も
多
か
っ
た
去
一け
で
あ
る
。
横
穴
式
石
室
矛
も
っ
古
墳
は
、
一封
上
を
も
ち
、

副
葬
品
も
比
較
綺
豊
富
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
横
穴
式
石
室
こ
そ

な
い
が
、
封
上
を
も
つ
吉
墳
も
、
同
じ
時
期
に
か
な
り
つ
く
ら
れ
た
こ
と

が
確
実
で
あ
る
。
狩
野
川
流
域
に
も
、
横
穴
と
併
行
し
て
い
く
つ
か
の
古

墳
が
存
在
し
て
い
た
と
み
て
よ
い
。
二
れ
ら
の
古
墳
と
、
出
腹
に
入
を
〓掘

っ
た
だ
け
の
、
そ
し
て
概
し
て
遺
物
の
乏
し
い
横
欠
と
は
、
ど
う
み
て
も

異
賃
で
あ
る
。
キ
れ
は
、
お
そ
ら
く
被
葬
者
の
相
対
的
な
身
分
差
の
結
果

と
い
っ
た
よ
う
な
卜も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

横
村
落
こヽ
い

で

の

方

、

うか

っ

積
穴

か
め匂哀

ヤて
の

一証
（（（（

律
令

家
の
行
政
支
配
を
た
こ
な
う
官
僚
層
才
中
心
と
し
た
も
の
で
は
な
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